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1.はじめに

都市来訪者は、買い物や観光など多様な目的で訪れて

おり訪問ｽﾎﾟｯﾄを含むｴﾘｱ内での周遊行動をとる場合が多

いと考えられる。都市再生が叫ばれるなか都市観光など

図-１梅田の来訪者の周遊経路及び店舗集積の実態

図－２道頓堀の来訪者の周遊経路及び店舗集積の実態

の目的による来訪者の周遊行動特性が明らかになれば都

市観光振興に向けた通りの環境の改善や都市整備の計画

的な課題解決に資すると期待される。本研究では都市来

訪者の来訪目的や経路に面する店舗の立地特性などを整

理し、経路における来訪者の行動と都市集積との関係を

明らかにする。方法は梅田(茶屋町、角田町、芝田、阪急

東通り・曽根崎お初天神の各商店街)、道頓堀(心斎橋筋・

道頓堀・戎橋筋・千日前の各商店街)の店舗の実態調査と

来訪者へのｱﾝｹｰﾄ調査を行なった。

2.来訪者の周遊経路及び店舗集積の実態

来訪者の周遊経路及び店舗の立地分布を図-1(梅田)，
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2(道頓堀)に示した。扱った5本の経路とその区間の選定

は、来訪者の景観印象の程度や通路の結節状況、交通流

などの関係から判断し設定した。なお経路番号は順不同

である。両地区において利用される経路は、細街路を含

め多くの通路が存在するにもかかわらず、大体決まって

いる(図-1,2)。梅田の利用されている経路の殆どが、ﾌｧ

ｯｼｮﾝ性の高い小売店舗やこれらが入居している大規模小

売店舗が立地している(図-1)。また、道頓堀では飲食店

が多く立地している経路①、店舗の集積は殆どみられな

いものの景観が比較的優れた散策通り(とんぼりﾘﾊﾞｰｳｫｰ

ｸ)の経路⑤、ﾌｧｯｼｮﾝ店舗の多い残りの経路などと、多様

な顔をもつ経路で構成される（図-2）。つまり、来訪者が

利用する経路は店舗の集積が高く、景観が比較的優れた

通りで来訪者の目的を満たす機能の集積が高い通りとい

える。具体的には、梅田での経路①･②･④･⑤はﾌｧｯｼｮﾝ、

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ提案の専門店が多く、特に経路⑤はﾌｧｯｼｮﾝ性の高

い小売店舗が入居する大規模小売店舗が複数立地し、店

舗集積が著しく高い(図-3)。また、道頓堀の経路①は、

相対的にたこ焼き、お好み焼きなど雑誌等で掲載される

なにわｸﾞﾙﾒの専門店の割合が高く、経路③･④は、ﾌｧｯｼｮ

ﾝ、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ提案の専門店が多い(図-3)。一方、経路②は

大阪観光の有名なｽﾎﾟｯﾄ(戎橋)であり、経路⑤は近年に道

頓堀川沿いに桟橋(ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ)が整備され水面が見渡せる

観光者等が集う憩いの場となっている。

図－３店舗機能集積 梅田(左)道頓堀(右)

3.来訪者の行動等諸特性

来訪者の平均周遊距離をみると両地区ともに観光目的

が長く、平均旅行時間も長い。遠方からの来訪者は非日

常を体感するために来訪した都市観光者と考えられる

(図-4)。次に、経路別に通行者の特性をみると、両地区

ともに経路①～⑤の来訪目的、同行者構成の割合は類似

している(図-5)。しかし、平均年間訪問頻度、平均旅行

時間、平均滞在日数では若干の差がみられ、梅田の経路

②では平均年間訪問頻度が高く、平均旅行時間、平均滞

在日数は低い。また、道頓堀における経路①･⑤は平均年

間訪問頻度が低く、平均旅行時間、平均滞在日数は高い。

これらから、梅田の経路②は買い回り行動、道頓堀の経

路①･⑤は観光行動のそれぞれに対応した通り

としての役割を担っているものと考えられる。

図-４来訪者の目的別周遊距離等の特性

図-５経路別の通行者特性 梅田(左)道頓堀(右)

4.訪問地区選択要因の分析

梅田はｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ中心で道頓堀は観光色が強い傾向にあ

ることがみられたが、これらの地区の選択にどのような

要因が働いているのか、離散選択(非集計ﾛｼﾞｯﾄ)ﾓﾃﾞﾙによ

り分析を行った。結果、訪問地区への距離と利用期待の

大きい店舗選択が大きく影響していることがわかる。特

に、観光目的では、距離がﾌﾟﾗｽの符号となっており、遠

距離の来訪者が都市観光訪問であることを示唆している。
表-１訪問地区選択ﾓﾃﾞﾙの分析結果

区分 結果 結果

-0.13917867 0.66109253

〔0.787〕 [1.039]

0.03625864 0.00030957

〔1.904〕 [1.315]

-0.91241874 -0.47059292

〔1.369〕 [0.810]

適中率 80.00% 70.00%

適中数 16 14

尤度比 0.745260047 0.689014148

サンプル数 20 20

・[ ]内はｔ値

・適中率：(適中数)／(サンプル数)×100

距離

利用期待の大
きい店舗集積

ダミー変数

観光目的で来た人の、梅田
と道頓堀の訪問選択モデル

来訪目的は関係なく、梅田
と道頓堀の訪問選択モデル

V

5.まとめ

本研究では以下のことを明らかとした。①都市来訪者

が利用する経路は大体決まっている。②各経路は来訪目

的を反映した機能(店舗、観光ｽﾎﾟｯﾄ等)集積が展開してい

る。③都市観光者は、観光ｽﾎﾟｯﾄを含む経路で、しかも長

い周遊経路を彷徨している場合が多い。

【補注】通行者に対してｱﾝｹｰﾄ調査を行った。2009 年 10 月 3 日、4 日、10
日、11日に実施した。梅田、道頓堀ともにｻﾝﾌﾟﾙ数は72件であった。
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